
 

・｢明石らしさ｣を具体的に定義すること。 

・アイデア募集は是非やるべき。 

【事業手法】 

民間事業者のノウハウ・創意工夫を活用するために、公募により事業者を選定し、再開発を実施する。 

明石港を取り巻く状況 明石港の概要 関連計画 

 ：委員会意見 

 ：今回の検討事項 

【凡例】 

＜基本的な方向性＞ 

「中心市街地の南の拠点」「回遊性の創出」を目指し、 

「賑わいの創出」に資する土地利用 

資料 2 

＜明石らしさの整理＞ 

①明石鯛、明石ダコ、明石焼、イチゴ、地酒などの「食」 

②明石海峡を望む風光明媚な環境 

③気候温暖で神戸、大阪から通勤、通学が便利な住宅都市 

④東経 135 度日本標準時子午線上に位置する時のまち 

⑤ウミガメが産卵にもくる自然豊かな環境 

⑥源氏物語の舞台としても描かれた歴史情緒あるまち 

計画地へ要請される機能を 23項目に整理 

＜委員会の経緯と今後の予定＞ 

現状分析 

 明石港への要請・課題の整理 

「明石らしさの整理」と 

「土地利用の基本的な方向性」 

・周辺の課題への対応という観点が抜けている。 

・事業化において様々な知恵が出てくると考えられるため、

機能は幅広く残しておいた方がいい。 

・強み、弱みを踏まえ、補完や新しさを考える必要がある。 

県民アイデア募集 

（138 人から 483件

の提案あり） 

「土地利用の考え方」と「導入機能」 

計画素案（導入機能の配置例） 

計画とりまとめ 

パブリックコメント 
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パブリックコメント結果の報告 

＜導入機能＞ 

・要請される機能 23 項目を土地利用の考え方で分類 

明石港の現況・課題について SWOT 分析 

【論点(2)】 

「賑わいの創出」のため

に特に重要な機能を議論 

＜委員会の方向性＞ 
 
・「明石らしさ」と「アイデア募集」を踏まえ、 

 土地利用の考え方や導入機能を検討し、計画素案を作成する。 

 

・再開発については、賑わい空間創出のクオリティと実現性を更に高めるため、 

 民間企業の英知とノウハウを活かす公募型を予定。 

 

・このため、検討委員会でとりまとめる計画は、 

 必要とする機能とその配置案など、公募に向けた条件設定を行うものとする。 

再開発計画の公表 

公募（H30 以降）、再開発の実施(H31～) 

   再開発計画(案)について 

＜土地利用の考え方＞ 

①明石の特産を活かした多くの人々を惹きつける賑わい空間の形成 

②明石海峡の風光明媚な環境と触れ合える場の提供 

③明石と来訪者を結び付ける滞在・滞留拠点の創出 

④中心市街地との回遊を促す交通・観光ネットワークの形成 

⑤みなとの機能を活かした海上周遊及び海上交通機能の強化 

⑥住環境の充実や災害への安全安心の確保に配慮した空間づくり 

【論点(1)】 

再開発にあたって

必要な、土地利用の

要素を議論 

＜参考＞ 

 

＜SWOT 分析とは＞ 
外部環境と内部環境を 
強み(strength)、弱み（weaknesses）、 
機会(opportunities)、脅威(threats)の 
4 ｶﾃｺﾞﾘｰで要因分析して資源の最適活用
を図る戦略策定手法の一つ 

＜計画の構成(案)＞ 

・導入機能 
・導入機能の配置例 
・事業手法 
・計画実施に向けた留意事項 

導入機能の配置例について 

 

再開発の事業手法について 

 


